























































































































































































































































































































































































＝7、o緬，蹴 ”．腸5、93z 妬、74窪．圃1 “，覧～．ln 望8⊃L“｝ “．‘1，．瓢 “，～覧，認「 篇．拗，鄭 149，659，3891 1，495，644
聴．。曾。II1，～、、田、3　　　　　　1　　　　　　　」り全刷唄益　～5551　　61・燗　　　　　　〔5r1」4　　　3〕ロ58｝
　　i一『■














































































































a心 73 ．80 ．32 ．38 ．46 ．79 ．20
OASIS価格システム




































































































1，13椿 　人1，404 　人．　348 　人3，824
短期人間　ド　ッ　ク 1，039 2，184 2，959 1，252 7，434
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　　　　　　　（大分県地域成脚病検診センター管理部調べ）
表5・大分地域住民の健康増進活動
健　　　　　　康　　　　　　増　　　　　　進
利　　　　用　　　　者　　　　数
区　　　　　分 　53年度
i53．9～54．3）54年度155鞭　56年度i56．4－56．7）累　計
体　　力　　測　　定
g　レ　一　ニ　ン　グ
　人545
R39
922人．
W82
　　人　918
Q，197
　人213
T62
2，598人
R，980
（大分県地城成入病検診センター管理部調べ）
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を基盤にした健康管理活動，健康増進活動の意識が高まりこれが行政や産
業界へ影響を与えつつある。
5．結　論
　最：後にわれわれは，日本における地域包括医療活動，とりわけ大分地域
における地域包括医療活動の実践的観察にもとづいてこの小論の結論を述
べたい。結論を要約すれば次のようになる。
　（1）医療技術の高度化とそれに伴う費用上昇の評価に際しては，健康投
　　資の視点が必要不可欠であること。
　（2）健康投資行動は医療提供者側と医療受容者側の二面からの考察が必
　　要であること。
　（3）両者の投資行動を媒介する主役は健康教育活動であること。
　（4）医療ニーズに対処するための医療技術の高度化は，医療技術集積の
　　場を拠点として社会的視点から有効に行う必要があること。日本にお
　　ける医師会病院組織がそれにあたること。
　（5）このことを実現するには医師のリードによる社会的価値選択機構の
　　組織化が必要であること。
　（6）医療技術集積の目的の達成は地域住民の健康投資行動に密接に依存
　　していること。
　（7）医療技術の高度化に有効に対処すれば，相対的に費用の低下も観察
　　されること。
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